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	背景
	細胞局在：核。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、MAPキナーゼファミリーのメンバーです。MAPキナーゼは、複数の生化学的シグナルの統合点として機能し、増殖、分化、転写調節、発達など、様々な細胞プロセスに関与しています。このキナーゼは様々な細胞刺激によって活性化され、特定の転写因子を標的とすることで、細胞刺激に応答した前初期遺伝子発現を媒介します。腫瘍壊死因子α（TNF-α）によるこのキナーゼの活性化は、TNF-α誘導性アポトーシスに必要であることが分かっています。このキナーゼは紫外線誘導性アポトーシスにも関与しており、これはシトクロムCを介した細胞死経路に関連すると考えられています。この遺伝子のマウス対応遺伝子を用いた研究では、このキナーゼがT細胞の増殖、アポトーシス、および分化において重要な役割を果たすことが示唆されています。いくつかの代替的なspl
	研究分野
	-
	画像データ
	

	Hela細胞全細胞ライセートを10% SDS-PAGEで分離し、膜をJNK1/2/3ウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

